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「微風に舞い」（そよかぜにまい）＜ペルセポネー＞
主神ゼウスと豊穣の女神デメテルとの娘ペルセポネーは、一年の三分の一を冥界王ハデスと
の后として、死者の国で過ごさねばならない。
時期が来ると、地上の母のもとに戻れる喜びと、デメテルも娘が帰ってくる嬉しさで、春に
なり大地は蘇り、花々はペルセポネーを迎える。
この母娘の再会が、この世に四季をもたらしたのです。

表紙協力　　会員　千葉政助　様


